
平成２０年 第４回定例議会号 

奈
井
江
町
議
会 

議会だより ７７号       １２ 

 

町長より行政報告がなされました。 

（内容は要約して掲載しています。） 

◆
議
員
定
数
の
変
遷 

・
昭
和
19
年 

定
数
18
人 

 
 

人
口 

８
千
７
５
４
人 

・
昭
和
22
年 

定
数
26
人 

 
 

人
口 

１
万
１
千
６
２
４
人 

・
昭
和
42
年 

定
数
22
人 

 
 

 
 

人
口 

１
万
４
千
３
７
６
人 

 

人
口
減
に
応
じ
定
数
を
削
減 

・
平
成
15
年 
定
数
13
人 

 
 

（
２
常
任
委
員
会
） 

 
 

人
口 

７
千
３
２
８
人 

・
平
成
19
年 

定
数
10
人 

 
 

（
１
常
任
委
員
会
） 

 
 

人
口 

６
千
７
７
８
人 

 

◆
議
員
報
酬
額 

 

議
長 

 

26
万
２
千
円 

 

副
議
長 

20
万
８
千
円 

 

委
員
長 

19
万
円 

 

議
員 

 

17
万
４
千
円 

 

期
末
手
当
、
年
４
．
２
ヵ
月
分 

 

 

 議会運営委員会が行った道内行政調査（１０

月１４～１６日）の報告が第４回定例会におい

て行われました。 
 

（掲載内容は報告書を要約したものです） 

 

平
成
19
年 

定
数
10
人 

 

（
調
査
特
別
委
員
会
を
設
け
て 

 
 

２
減
） 

 
 

人
口
３
千
７
８
８
人 

 

◆
議
員
報
酬
額 

 

議
長 

27
万
円 

 

副
議
長
23
万
５
千
円 

 

委
員
長
21
万
２
千
円 

 

議
員 

20
万
円 

 

期
末
手
当
、
年
４
．
４
５
ヵ
月
分 

 

◆
議
会
運
営
委
員
会
・
常
任
委
員
会 

 

任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
４
年 

 

議
会
運
営
委
員
会 

５
人 

 

 

総
務
常
任
委
員
会 

４
人
（
定 

 

数
５
人
） 

 

産
業
文
教
常
任
委
員
会 

５
人 

 

・
常
任
委
員
会
は
２
つ
で
、
定
数

は
そ
れ
ぞ
れ
５
名
と
し
て
い
る

が
、
総
務
常
任
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
議
長
を
除
く
４
名
で 

構
成
し
て
い
る
。 

・
定
数
削
減
に
つ
い
て
は
、
先
進

地
を
視
察
し
て
、
議
論
し
た
が
、

村
民
か
ら
い
わ
れ
た
も
の
で
は
な 

く
議
員
自
ら
の
削
減
と
し
た
。 

・
議
員
１
人
当
た
り
人
口
で
４
０

０
人
に
１
人
（
定
数
10
）
が
良
い

か
、
５
０
０
人
に
１
人
（
定
数

８
）
が
良
い
か
迷
っ
た
が
、
８
人

 

 

   ・議会運営委員会 

       道内行政調査報告① 

 

道
内
行
政
調
査
報
告 

 

◆
議
会
運
営
委
員
会
・
常
任
委
員
会 

 

 

任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
４
年 

 

議
会
運
営
委
員
会 

５
人 

 

 
 

随
時
開
催
。 

 

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会 

 

 
 

９
人 

所
管
事
務
調
査
と
し 

 
 

て
月
１
回
開
催
。 

 

・
議
員
定
数
が
10
名
に
な
っ
た
こ 

と
に
よ
り
、
１
常
任
委
員
会
と
し

た
が
、
副
委
員
長
は
２
名
と
し
て

い
る
。
委
員
会
定
数
は
10
名
と
し

て
い
る
が
、
現
在
、
議
長
を
除
く 

９
名
で
構
成
し
て
い
る
。 

・
１
委
員
会
制
と
す
る
時
、
本
会

議
で
の
議
論
が
で
き
な
い
の
で
は

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
逆
に

２
つ
の
委
員
会
と
す
る
と
１
委
員

会
当
た
り
の
構
成
人
数
が
少
な
く

な
り
、
審
議
が
き
ち
ん
と
で
き
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
そ

れ
ま
で
も
予
算
、
決
算
特
別
委
員

会
等
は
、
ほ
ぼ
全
員
参
加
の
形
で

や
っ
て
き
て
い
た
の
で
、
同
じ
よ 

う
に
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
。 

・
10

名
の
定
数
、
１
委
員
会
と

な
っ
た
が
、
住
民
に
対
し
経
費
削

減
の
努
力
を
し
た
と
い
う
の
が
、

非
常
に
わ
か
り
や
す
い
の
が
定
数 

を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

奈井江町議会にて説明を受ける 

 奈井江町 
 

（空知支庁管内） 

 人口6,586人 

平成20年９月末 

 面積88.05ｋ㎡ 

新
篠
津
村
議
会 

◆
議
員
定
数
の
変
遷 

 

昭
和
22
年 

定
数
16
人 

 
           

 
 

人
口 

３
千
１
６
１
人 

 

昭
和
38
年 

定
数
18
人 

 
 
 

 
 

人
口 

５
千
５
０
７
人 

 

昭
和
50
年 

定
数
16
人 

 
 

 
 

人
口
４
千
３
９
８
人 

 

昭
和
62
年 

定
数
14
人 

 
 

 
 

人
口
４
千
１
７
１
人 

 

平
成
15
年 

定
数
12
人 

（
行
財
政
改
革
に
よ
り
２
減
） 

 

 
 

人
口
３
千
８
９
０
人 



平成２０年 第４回定例議会号 

 

１３       議会だより ７７号 

  ・議会運営委員会 
      道内行政調査報告② 

 

  
 

 

え
て
議
論
し
た
ほ
う
が
良
い
。 

◎
佐
呂
間
町
の
今
の
12
人
の
議
員

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
出
て
き

て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
を
減
ら
す

と
な
る
と
地
域
の
事
情
と
か
も
あ

る
の
で
、
地
域
、
住
民
と
の
対
話 

は
欠
か
せ
な
い
。 

◎
法
律
上
は
、
議
案
の
提
出
権
や

動
議
の
発
議
も
12
分
の
１
と
の
要

件
が
あ
る
よ
う
に
、
定
数
は
12
人 

が
必
要
で
は
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

◎
佐
呂
間
町
で
も
人
口
が
減
っ
て

き
て
お
り
、
定
数
も
12
人
で
良
い

の
か
と
の
議
論
が
議
会
内
外
で
も

出
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ

そ
住
民
を
交
え
て
、
減
ら
す
か
、

あ
る
い
は
現
状
の
ま
ま
な
の
か
を 

議
論
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。 

 

【
視
察
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

奈
井
江
町
で
は
、
平
成
19
年
の

改
選
期
に
定
数
を
10
名
と
し
、
常

任
委
員
会
は
１
つ
と
し
ま
し
た

が
、
委
員
会
審
査
の
後
の
本
会
議

で
も
構
成
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
に
な

る
た
め
に
、
本
会
議
で
の
活
発
な

議
論
が
で
き
る
の
か
と
の
不
安
も 

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

新
篠
津
村
で
は
、
同
じ
く
19
年

の
改
選
期
に
定
数
を
10
名
と
し
、

常
任
委
員
会
は
、
議
長
を
除
き
５

名
と
４
名
の
委
員
会
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
欠
席
者
が
出
た
時
な
ど

少
人
数
で
の
委
員
会
審
査
が
う
ま 

で
は
人
数
が
少
な
い
し
、
常
任
委

員
会
も
１
つ
に
な
る
が
、
そ
れ
で

き
ち
ん
と
審
議
が
で
き
る
の
か
と

い
う
の
が
あ
り
、
４
０
０
人
に
１ 

人
の
定
数
を
選
択
し
た
。 

・
村
民
と
し
て
は
、
定
数
を
減
ら

せ
ば
減
ら
し
た
で
、
ま
だ
さ
ら
に

減
ら
せ
る
の
で
は
と
い
う
考
え
を 

持
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。 

・
今
後
さ
ら
に
定
数
の
削
減
が
あ

る
な
ら
、
１
常
任
委
員
会
も
あ
り 

え
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
。 

【 

町
村
議
会
の
現
状
と
課
題 

◆
初
当
選
の
議
員
の
割
合
が
少
な 

 

く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

・
定
数
削
減
に
よ
り
間
口
の
減
少
。 

・
対
価
と
し
て
の
報
酬
が
安
い
。 

・
議
員
の
高
齢
化
。 

◆
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り 

・
栗
山
町
の
取
り
組
み
で
議
会
基 

本
条
例
の
制
定
で
有
名
で
あ
る

が
、
議
会
の
活
動
と
し
て
は
、
年

２
回
以
上
の
議
会
報
告
会
を
開
催 

し
て
い
る
。 

・
各
地
区
を
グ
ル
ー
プ
で
回
り
、 

議
会
活
動
等
を
住
民
に
報
告
、
質 

疑
に
答
え
る
。 

・
議
員
だ
け
で
や
っ
て
い
る
た
め 

議
員
も
回
答
で
き
る
よ
う
勉
強
が 

必
要
と
な
る
。 

◆
常
任
委
員
会
の
掛
け
持
ち
が
可 

 

能
と
な
っ
た
。 

・
委
員
会
の
数
を
減
ら
せ
ば
委
員 

長
の
ポ
ス
ト
も
減
ら
せ
る
し
、
定 

数
も
削
減
で
き
る
。 

・
委
員
会
の
数
を
減
ら
さ
ず
に
定 

数
削
減
の
た
め
に
は
、
常
任
委
員 

の
掛
け
持
ち
で
可
能
。 

議
員
定
数
に
つ
い
て 

◎
定
数
削
減
は
、
議
員
の
み
の
議

論
で
は
な
く
、
こ
と
を
住
民
を
交 

 

新篠津村議会にて説明を受ける 

北

海

道

町

村 

議

会

議

長

会 

く
い
く
の
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
２
つ
の
町
村
の
面
積
は
、

本
町
の
４
０
４
k㎡
と
比
べ
て
か

な
り
小
さ
く
、
町
村
内
の
地
区
の

数
も
少
な
い
と
思
わ
れ
る
中
で
定

数
削
減
を
し
て
、
現
在

10
名
の 

議
員
定
数
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

議
長
会
の
勢
籏
事
務
局
長
の
話

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
地
方
財
政

が
厳
し
い
折
、
議
員
定
数
の
削
減

が
全
国
的
に
進
ん
で
ま
す
が
、
住

民
の
代
表
と
し
て
の
議
会
が
正
し

く
機
能
す
る
た
め
に
は
、
闇
雲
に

定
数
削
減
で
は
な
く
、
民
意
を
反

映
す
る
た
め
の
議
会
と
し
て
、
本

町
の
議
員
定
数
は
ど
う
す
る
か
、

常
任
委
員
会
の
構
成
は
ど
う
す
べ

き
か
等
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
入

れ
な
が
ら
十
分
な
論
議
を
し
た
上

で
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
と
考
え
ま
す
。 

北海道町村議会議長会にて説明を受ける 

新篠津村 
 

（石狩支庁管内） 

 人口3,747人 

平成20年９月末 

 面積78.24ｋ㎡ 



平成２０年 第４回定例議会号 

特
定
は
要
支
援
１
か
ら
要
介
護

１
ま
で
の
18
名
。 

施
設
入
居
者
の
平
均
年
齢

85
歳
。 

②
町
内
の
申
込
み
が
多
い
。 

③
１
階
層
の
人
が
多
い
。 

④
施
設
申
込
み
状
況
と
し
て
、

介
護
の
必
要
の
あ
る
人
が
多
く 

な
っ
て
き
て
い
る
。 

 

◆
今
後
に
お
い
て 

①
入
居
時
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
入

居
だ
が
、
入
居
者
の
高
齢
化
に

伴
い
、
特
定
で
の
入
居
が
多
く 

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

  

議会だより ７７号       １４ 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

新
十
津
川
の
運
営
状
況
に
つ
い

て ◆
施
設
の
特
色 

①
給
食
は
１
日
３
食
、
栄
養
士
の 

献
立
で
高
齢
者
に
適
し
た
食
事
。 

②
男
女
別
の
共
同
浴
室
の
完
備
、

（
女
性
４
日
・
男
性
２
日
）
、
小 

浴
室
毎
日
利
用
可
。 

③
緊
急
時
の
対
応
は
、
24
時
間
の

当
直
体
制
で
各
居
室
、
ト
イ
レ
、 

浴
室
に
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
。 

④
必
要
に
応
じ
介
護
保
険
制
度
を

活
用
し
、
要
介
護
等
に
な
っ
て 

も
、
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
。 

⑤
入
所
者
の
外
出
、
外
泊
等
は
自 

由
で
、
家
族
等
の
宿
泊
も
可
能
。 

⑥
生
活
相
談
員
、
介
護
職
員
に
よ

る
生
活
相
談
、
健
康
面
で
の
ア
ド 

バ
イ
ス
等
や
健
康
相
談
も
実
施
。 

◆
入
居
者
の
状
況 

①
男
性
12
名
、
女
性
34
名 

②
車
椅
子
を
想
定
し
た
部
屋
の
造

り
で
な
い
た
め
、
利
用
者
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
の
対
応
が
問 

題
。 

③
特
定
入
居
者
が
長
期
入
院
等
し 

た
時
の
対
応
が
問
題
。 

【
視
察
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
本
来
、
自
立
し

た
方
の
住
ま
い
と
い
う
考
え
か

ら
、
入
居
者
の
介
護
や
介
助
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
入
居
時
は
元

気
で
も
、
年
々
歳
を
取
り
、
自
立

し
た
生
活
に
支
障
が
出
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
身
近
な
職
員

が
24
時
間
体
制
で
行
う
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
を
平
成
15
年
度 

よ
り
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
施
設
の
設
備
的
限
界

や
職
員
配
置
の
状
況
等
に
よ
り
、

個
々
の
心
身
状
況
に
よ
っ
て
は
ケ

ア
ハ
ウ
ス
で
の
生
活
存
続
が
難
し

い
場
合
も
あ
り
、
特
定
施
設
入
居

者
生
活
介
護
施
設
で
あ
っ
て
も
、

今
後
の
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た

と
き
に
は
、
施
設
の
経
営
と
入
居

者
の
状
況
に
よ
り
制
約
が
あ
り
検

討
す
べ
き
課
題
で
は
な
い
か
と
思 

わ
れ
ま
す
。 

 

本
町
に
お
い
て
も
、
特
定
入
居

者
の
状
況
の
変
化
に
応
え
ら
れ
る

総
体
的
な
施
設
の
展
開
が
必
要
と 

思
わ
れ
ま
す
。 

 

 総務福祉常任委員会が行った道内行政調査

（１０月２９～３１日）の報告が第４回定例会

において行われました。 
 

（掲載内容は報告書を要約したものです） 

ハーブガーデンにて説明を受ける 

 
 

 

 

 

 

   ・総務福祉常任委員会 

       道内行政調査報告① 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン 

空
知
支
庁
管
内
新
十
津
川
町 

 

道
内
行
政
調
査
報
告 

ケアハウスハーブガーデン新十津川概要 
 

 平成10年度建築 

 定員50名 1人用26室 2人用12室 

 敷地面積：4,107㎡ 

 構造：鉄筋コンクリ－ト造り４階建て   

 延べ床面積：2800.4㎡ 

・入所定員 

  ケアハウス50名 

   （内特定施設18名・平成15年認定） 

  デイサービス20名 

・居室数 

  1人室（23.46㎡）26室 

  2人室（23.46㎡）12室 

・職員体制 

  施設長、事務員、生活相談員（ケア、デ  

  イ兼務）栄養士1、介護職員常勤3・非常 

  勤3、看護士1、ソーシャルワーカー1、 

  ケアプランマネージャー１、その他１ 



平成２０年 第４回定例議会号 

 

 

 

※石狩市の視察については、総務福祉常任委員  

 会と産業文教常任委員会の合同で調査を行い  

 ました。  

１５       議会だより ７７号 

【
視
察
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

浜
益
滝
川
間
乗
合
自
動
車
は
、

ワ
ゴ
ン
車
に
よ
る
予
約
運
行
で
、

無
駄
な
走
行
を
省
き
、
自
宅
ま
で

迎
え
に
行
く
運
行
形
態
で
、
本
町

に
お
い
て
も
、
大
型
バ
ス
に
数
人

し
か
乗
ら
な
い
状
況
を
考
え
る

●
業
務
委
託
で
、
委
託
料
は
ス

ク
ー
ル
が
２
台
で
１
千
１
０
０
万 

円
、
乗
合
が
４
５
０
万
円
。 

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
３
千
円
で

17
回
分
の
回
数
券
あ
り
。
高
齢
者

は
、
福
祉
サ
イ
ド
で
２
千
円
の
助

成
が
あ
る
た
め
実
質
千
円
で
回
数 

券
が
買
え
る
。 

●
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
、
基

本
的
に
送
迎
は
保
護
者
と
い
う
こ 

と
で
、
乗
せ
て
い
な
い
。 

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
者
は
、

平
均
で
１
日
54
人
、
26
〜
７
名 

の
方
が
行
き
帰
り
利
用
す
る
。 

   

ス
ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
及
び 

乗
合
自
動
車
運
行
に
つ
い
て 

◆
浜
益
滝
川
間
乗
合
自
動
車 

・
年
間
の
運
行
日
数
２
４
５
日
。

平
日
の
み
の
運
行
で
土
、
日
、
祝 

日
、
年
末
年
始
は
運
休
。 

・
運
行
は
、
予
約
の
あ
っ
た
場
合 

の
み
運
行
。 

・
自
宅
ま
で
送
迎 

・
目
的
地
は
、
滝
川
市
内
の
主
要

施
設
（
病
院
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
） 

ま
で
。 

・
車
両
は
、
９
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン 

車
。 

・
料
金
は
従
前
よ
り
１
０
０
円
前

後
ア
ッ
プ
し
、
地
区
毎
で
１
３
５

０
円
〜
２
０
０
０
円
の
設
定
と 

な
っ
て
い
る
。 

・
小
学
生
以
下
、
障
害
者
等
は
半 

額
。 

・
１
日
の
平
均
乗
車
人
数
が
３
人

を
切
る
と
な
っ
た
場
合
は
、
路
線

の
存
廃
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る

が
、
現
在
は
平
均
乗
車
人
数
は 

５
．
５
人
。 

◆
浜
益
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

・
年
間
の
運
行
日
数
２
４
５
日
。

平
日
の
み
の
運
行
で
土
、
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
運
休
。
春
、 

夏
、
冬
休
み
は
平
日
の
み
運
行
。 

（
学
校
は
年
間
２
０
５
日
） 

・
運
行
形
態
は
、
７
系
統

12

便

で
、
朝
の
登
校
便
と
、
夕
方
の
下

校
便
、
そ
の
ほ
か
、
日
中
の
空
い

た
時
間
を
使
っ
て
、
一
般
の
人
を

対
象
に
浜
益
便
と
し
て
浜
益
に
あ

る
診
療
所
に
行
っ
て
帰
っ
て
く
る 

も
の
。 

・
定
期
運
行
地
区
と
予
約
運
行
地 

区
に
分
け
て
い
る
。 

・
車
両
は
、
小
型
の
マ
イ
ク
ロ
バ 

ス
２
台
。 

・
料
金
は
従
来
１
６
０
円
〜
６
４

０
円
だ
っ
た
も
の
が
、
全
地
域
１ 

回
２
０
０
円
と
し
た
。 

・
中
学
生
以
下
無
料
、
高
校
生
、 

障
害
者
等
は
半
額
。 

・
予
約
便
に
つ
い
て
は
学
生
が
乗

車
し
な
い
区
間
な
の
で
定
期
で
な

く
、
北
方
面
は
月
、
木
の
み
、
南

方
面
は
火
、
金
の
み
、
東
方
面
は 

水
の
み
と
し
て
い
る
。 

●
浜
益
滝
川
間
乗
合
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
１
人
で
も
予
約
が
あ
れ

ば
運
行
。
１
ヶ
月
前
か
ら
予
約 

可
。 

 
 

 

 

 

 

  ・総務福祉常任委員会 

      道内行政調査報告② 

石
狩
支
庁
管
内 

石 

狩 

市 

 石狩市 
 

（石狩支庁管内） 

 人口61,284人 

平成20年９月末 

面積721.86ｋ㎡

石狩市役所にて説明を受ける 

と
、
ワ
ゴ
ン
車
に
よ
る
乗
合
は
有 

効
で
あ
る
と
も
考
え
ま
す
。 

 

課
題
点
は
、
従
来
の
民
間
バ
ス

よ
り
も
高
い
料
金
や
設
定
が
細
か

く
、
支
払
い
も
徴
収
も
手
間
が
か

か
り
そ
う
な
こ
と
、
ま
た
こ
の
乗

合
自
動
車
に
よ
る
運
行
は
、
浜
益

区
の
地
域
が
海
岸
沿
い
に
一
列
に

延
び
て
お
り
、
運
行
経
路
が
複
雑

に
な
ら
ず
に
簡
潔
に
し
や
す
か
っ

た
こ
と
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ら 

れ
ま
し
た
。 

 

一
方
浜
益
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、

旧
浜
益
村
の
時
代
か
ら
村
内
に
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
な
く
、
学
生
は

村
の
助
成
を
受
け
て
民
間
の
路
線

バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
そ
う
で
、

こ
の
民
間
バ
ス
に
つ
い
て
も
赤
字

分
を
全
額
負
担
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
に
変
わ
る
バ
ス
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る

こ
と
と
し
、
一
般
の
人
で
も
一
乗

車
に
つ
き
定
額
の
２
０
０
円
で
混

乗
で
き
る
と
し
た
も
の
で
交
付
税 

措
置
も
受
け
て
お
り
ま
す
。 

 

本
町
に
お
い
て
も
平
成
22
年
度

よ
り
ふ
れ
あ
い
バ
ス
（
仮
称
）
の

運
行
を
計
画
し
て
ま
す
が
、
視
察

を
し
た
浜
益
区
と
本
町
に
お
い
て

は
道
路
交
通
網
や
生
活
圏
も
違
い

が
あ
る
た
め
、
制
度
の
良
い
点
は

取
り
入
れ
な
が
ら
、
本
町
の
実
態

に
即
し
た
バ
ス
運
行
計
画
が
で
き 

れ
ば
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。 



平成２０年 第４回定例議会号 

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業 

◎
要
件 

・
商
工
会
の
会
員
と
な
る
確
約 

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と 

○
新
規
店
舗
開
設 

 

建
築
費
用
の
１
／
２ 

（
市
街
地
２
０
０
万
円
限
度
、
そ 

 

の
他
地
域
１
０
０
万
円
限
度
） 

○
中
古
住
宅 

購
入
費
用
の
１
／
２ 

（
市
街
地
１
０
０
万
円
限
度
、
そ 

 

の
他
地
域
50
万
円
限
度
） 

○
賃
貸
の
店
舗 改

造
費
用
の
１
／
２ 

（
市
街
地
50
万
円
限
度
、
そ
の
他 

 

地
域
25
万
円
限
度
） 

・
11
年
度
〜
19
年
度
の
住
宅
取

得
奨
励
金
の
実
績
は
新
築
53
件
、

中
古
５
件
で
交
付
額
は
５
千
43
万 

４
千
円
と
な
っ
て
い
る
。 

・
融
雪
溝
地
域
は
町
の
排
雪
を
し

な
い
の
で
、
降
雪
の
都
度
、
沿
線 

の
住
民
が
融
雪
溝
に
雪
を
投
入
。 

・
融
雪
溝
地
域
の
助
成
加
算
は
、

中
心
街
の
空
き
地
、
空
洞
化
を
避 

け
る
目
的
。 

・
町
内
業
者
を
利
用
し
た
場
合
70

万
円
の
加
算
が
あ
る
が
、
実
際
は

町
外
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
を
使
っ 

た
新
築
が
多
い
。 

・
奨
励
措
置
審
査
委
員
会
は
、
副

町
長
及
び
関
係
課
長
で
組
織
し
て 

い
る
。 

・
建
て
替
え
で
も
助
成
の
対
象
に

な
る
場
合
が
あ
る
が
、
審
査
委
員

会
の
審
査
で
交
付
決
定
し
て
い 

る
。 

【
視
察
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

沼
田
町
で
は
、
昼
間
の
人
口

（
就
労
者
）
と
夜
間
の
人
口
（
定

住
者
）
を
比
較
す
る
と
昼
間
の
人

口
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
都
市
部
に
多
く
見
ら
れ
る
現

象
で
す
が
、
旭
川
、
深
川
等
か
ら

沼
田
に
働
き
に
来
て
い
る
人
が
多

い
と
の
こ
と
で
、
働
く
場
所
が
あ

 

 
 

 

 

 

 

   ・産業文教常任委員会 

       道内行政調査報告① 

住
宅
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て 

◆
住
宅
奨
励
金
制
度 

・
移
住
〜
自
ら
の
意
思
で
町
外
か 

ら
町
内
に
住
む
者 

・
定
住
〜
永
住
を
前
提
と
し
て
５ 

年
以
上
居
住
す
る
者 

○
住
宅
新
築 

 

（
65
㎡
以
上
） 

 
 
 
 

50
万
円 

○
町
内
業
者 
 
 
 
 

70
万
円 

○
融
雪
溝
沿
線 

 

１
５
０
万
円 

○
土
地
購
入 

（
２
０
０
㎡
以
上
） 

 
 
 

30
万
円  

・
住
宅
取
得
奨
励
金
は
、
奨
励
措

置
審
査
委
員
会
で
審
議
し
て
交
付 

を
決
定
し
て
い
る
。 

・
移
住
ま
た
は
定
住
の
確
約
書
を 

提
出
し
て
も
ら
う
。 

 

 産業文教常任委員会が行った道内行政調査

（１０月２９～３１日）の報告が第４回定例会

において行われました。 
 

（掲載内容は報告書を要約したものです） 

道
内
行
政
調
査
報
告 

 

沼田町役場 

る
の
で
あ
れ
ば
、
住
宅
が
あ
れ
ば

住
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
と
い
う

こ
と
で
移
住
、
定
住
を
促
進
す
る

制
度
を
つ
く
る
発
端
と
な
っ
た
そ 

う
で
す
。 

 

住
宅
新
築
に
は
最
大
３
０
０
万

円
の
奨
励
金
を
、
新
規
店
舗
開
設

に
は
最
大
２
０
０
万
円
の
助
成
を

し
て
お
り
、
ほ
か
に
も
「
ち
ょ
っ

と
暮
ら
し
移
住
体
験
」
や
「
定
住

促
進
団
地
」
、
さ
ら
に
は
「
北
海

道
沼
田
町
で
社
長
に
な
り
ま
せ
ん

か
事
業
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施
策

を
行
っ
て
い
る
が
、
人
口
減
少
の

歯
止
め
に
は
な
っ
て
い
な
い
ら
し

く
、
ま
た
住
宅
奨
励
金
の
う
ち
町

内
業
者
の
施
行
の
場
合
は
70

万

円
と
し
て
い
る
が
、
町
内
２
箇
所

の
建
築
業
者
の
企
業
努
力
も
少
な

い
こ
と
や
、
逆
に
町
外
の
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
の
努
力
、
差
額
分
の
値

引
き
な
ど
に
よ
り
、
実
際
に
は
町

内
業
者
の
利
用
促
進
に
は
つ
な

が
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
町

に
お
い
て
も
定
住
促
進
の
た
め
の

助
成
等
の
手
法
に
は
更
な
る
検
討

が
必
要
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
研 

修
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

議会だより ７７号       １６ 

沼 

田 

町 

空
知
支
庁
管
内 

 沼田町 
 

（空知支庁管内） 

 人口61,284人 

平成20年９月末 

 面積721.86k㎡


